
～ＴＯＳＯＨ ＰＡＲＫ 永源山の中にある美術館～

●観 覧 料／ 一般：200円（160円）学生：100円（80円）（   ）内は20名以上の団体 
　＊身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保健福祉手帳、
　　戦傷病者手帳等をご持参の方とその介護の方は無料 
●開館時間／ 9：30～17：00 （入館は16：30まで）　
●休 館 日／ 月曜日　ただし１月９日（月・祝）は開館、翌１０日（火）は休館

〒746‒0034 山口県周南市富田永源（永源山公園内）TEL・FAX：0834‒62‒3119   http://s-bunka.jp/kyoubi/
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◆ホームページ（アクセス）に詳しい地図があります。
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今後の状況によっては変更等も考えられます。最新の情報は、当館ホームページでご確認ください。
当館では、みなさまに安心してご来館いただけるよう、新型コロナウイルス感染防止の対策を行っています。ご理解とご協力をお願いします。

どんなに幸せな日々も、一発の原爆がいとも簡単に打ち
崩す・・・。
原民喜の詩に心を揺さぶられ、石村氏はヒロシマを描く
ようになりました。そしてヒロシマを描けば描くほど、
命の尊さが見えてきました。「一輪の花の幻」を命の
大切さととらえる石村氏。かけがえのない命の輝きを、
作品を通して感じていただければ幸いです。

「瀬戸内のいわし網漁夫」　1970年　油彩・キャンバス

「よき祈よ こもれ」 油彩・キャンバス　162.1×193.9㎝

「炎 Ⅱ」 油彩・キャンバス　130.3×162.1㎝

2023年 
1月7日［土］▶3月5日［日］

瀬戸内の海を背景に網をひく漁師たち。
昭和40年代、尾崎はふるさと福川の海
で働く漁師を数多く描きました。それ
らは単なる風景画ではなく、海に生き
る人びとを正面から見つめ、たくましく
生きる姿を捉えた作品でした。

【略歴】
美祢市生まれ
1985 現代洋画精鋭選抜展　銀賞
1988 上野の森美術館大賞展
1992 現代日本絵画代表作家展

1994 個展・黒崎井筒屋（以後、８回開催）
2015 個展・周東パストラルホール
2017 個展・秋吉台国際芸術村
現在 周防大島町在住　無所属

命の輝き ━ヒロシマより
石村勝宣作品展
Ishimura Katsunori

尾崎正章常設展

「海に生きる」

Osaki MasaakiOsaki Masaaki

《大展示室》

｢遠き日の石に刻み  砂に影おち　崩れ墜つ   
　　　　　　天地のまなか　一輪の花の幻｣ 

原民喜(はら たみき)の詩「碑銘」より


